



A Historical Review of Medical Shelters: 
















Medical facility for persons requiring public assistance originated from prewar relief facilities under Public Assistance 
Act Article 38. Meanwhile, designated medical institutions are the mainstream in medical assistance supporting the med-
ical facility. This article aims to reveal changes, “abandonment" of medical facility, and to verify whether they reduced 
to a formality and reasons they remain.
Medical facilities were built under the Public Assistance Act to temporarily accommodate vagrants and patients after 
the surrender of Japan, but they were similar to prewar facilities- undesirable both in terms of quantity and quality so 
medical assistance shifted to designated medical institutions, and the facilities were reduced as homeless medical accom-
modations. Beds were used for poor tuberculosis patients but scale was reduced under the repeated medical optimization 
measures. In 2002, Metropolitan Minsei Hospital was closed and the history of medical facilities reduced to a formality. 









































































































































































































































































































































































一般6特殊 認可年月日 施設名 一般6特殊 法人形態
B 結核 EFGHIEEIJK B "清瀬療園 結核 社団法人
B 結核 EFGQIRIJH B "国分寺病院 結核 財団法人
B 一般 EFGHIEEIE B "賛育会病院 一般 社会福祉法人













































































!牛込病院 結核 EFGFIEEIE B "久我山病院 結核 社会福祉法人
!恩賜財團
濟生會
!山吹診療班 結核 EFGHIE^IE B "ìîïñóò園 結核 財団法人
!恩賜財團
濟生會
!谷町診療班 結核 EFGôIRIE B "櫻町病院 結核
!恩賜財團
濟生會
!戸崎診療班 結核 EFGHIE^IE B "村山療養園 結核 社団法人
!恩賜財團
濟生會
!下谷診療所 一般 EFGHIEEIJ^ B "†°¢病院 一般 社会福祉法人
!恩賜財團
濟生會
!浅草診療所 精神 EFGHIE^IE B "櫻ß丘保養園 精神 財団法人
!恩賜財團
濟生會
!本所診療所 一般 EFGHIEEIJ^ B "康保会病院 一般 社会福祉法人
!恩賜財團
濟生會
!深川診療所 結核 EFGHIEEIE B "児玉経堂病院 結核 財団法人
!恩賜財團
濟生會
!住吉診療所 結核 EFGHIE^IE B "信愛病院 結核 財団法人
!恩賜財團
濟生會
!古石場診療所 一般 EFGôIE^IE B "朝日巡回無料診療班 一般 財団法人
!恩賜財團
濟生會
!東京府大崎診療所 結核 EFGHIE^IE B "ì∫ªºò家 結核 財団法人
!恩賜財團
濟生會
!東京府荏原診療所 結核 EFGHIE^IE B "三河島診療所 結核 財団法人
!恩賜財團
濟生會
!東京府大森診療所 結核 EFGôIJIEH B "浄風園病院 結核 社会福祉法人
!恩賜財團
濟生會
!東京府玉川診療所 一般 EFGHIE^IJF B "聖母病院 一般 社団法人
!恩賜財團
濟生會
!東京府目黒臨時診療所 結核 EFGôIGIE B "江戸川病院 結核 社団法人
!恩賜財團
濟生會
!東京府淀橋診療所 結核 EFGHIEJIJô B "有隣病院 結核 社会福祉法人
!恩賜財團
濟生會
!東京府和田堀臨時診療所 結核 EFGQIRIJH "勝楽堂病院 一般 社会福祉法人
!恩賜財團
濟生會




































































































































































1 救護，更生，医療保護，授産，宿所提供施設の 5 つが規定されている。





4 救護法施行の 1932 年の人口１万人あたりの医師数は，全国平均 6.94 人に対して東京府は 13.82 人（内
務省衛生局 1932：69），彼らを擁する病院数（伝染病院，隔離病舎，隔離所及消毒所を除く）は，














11 戦前の社会事業は 1940 年 10 月頃より「厚生事業」とされ，質的変化も伴ったが（吉田 1990:185），
本稿ではその変化を問わないため，引き続き社会事業の名辞を用いる。




14 例えば国からの費用補助が，市町村と済生会は１2 分の 7 であったのに対し，それ以外の事業者は 2
分の 1 であった。道府県補助は一律 4 分の１であった（第 22 条）。
15 「診療所取締規則」（1933）
16 1945 年度末集計の，救護・保護人数に占める各法の割合は，救護法が 2.8％，母子保護法 2.5％，医
療保護法 5.8％（延べ数 19 万 3 千人）で，残る 88.9％が軍事扶助法であった（厚生統計協会 1954：
18）。
17 適用は，生活困窮者緊急生活援護要綱（1945 年）・旧生活保護法（1946 年）による保護施設，児童
福祉法（1947 年）施設に限られた。







たから（筆者：註 16 参照）。」（戸沢，高橋，小山 1981：70）「戦時中に救護法から分かれていた医
療保護法を集大成して一本の法体系にまとめることに主眼があった」（同：68）。
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そのためここでは新法直前の 1950 年 2 月 1 日調査を用いた。
24 戦前は一般診療として認可されていた上宮教会清瀬療園，浴風会国分寺分院，至誠会第二病院は，
戦後，結核病院（床）へ転換していた。
25 1947 年 4 月には日本医療団の 95 結核療養所も国立療養所となった。
26 昭和 22 年 6 月 13 日社発第 7 号局長通知「生活保護法施行令第六条の規定による医療施設の追加指
定に関する件」。らい療養所は指定より外れた。


















号昭和 28 年 1 月 14 日「東京都立民生病院の利用について」）。
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